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六
甲
山
地
は
第

1
閲
に
示
せ
る
が
如

-
第
三
期
末
菜
ま
で
は
商
圏

部
及
び
東
部
は
海
水
に
て
蔽
は
れ
夙
川

.
再
度
山
の
第
三
紀
層
を
形

成
し
､
中
央
部
な
る
六
甲
山
附
近
の
み
を
海
面
上
に
現
は
す
に
過
ぎ

ざ

-
L
が
後
本
山
地
の
隆
起
を
起
し
て
先
づ
童
に
北
東
南
西
の
新
暦

を
生
じ
更
に
洪
積
暦
の
堆
積
後
も
既
述
の
如
き
断
層
線
に
沿
ひ
て
地

塊
運
動
を
避
し
っ
つ
隆
起
を
縛
け
今
日
の
如
-
九
百
米
飴
の
高
距
を

有
す
る
山
地
ど
な
れ
る
も
の
な

･O
｡
今
此
の
地
形
展
開
の
大
蔵
を
未

示
せ
ば
上
記
の
如
し
｡
(第
二
因
に
は
不
明
鮎
少
な
か
ら
ず
本
文
を
参

照
せ
ら
れ
た
し
｡)

朝
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山

鹿

方

曹

逢

着

頑
庶
出
に
霞
石
閃
長
岩
を
塵
す
る
こ
E
は
有
名
で
あ

-
特
に
方
皆
珪
石
は
美
贋
に
背
紫
蘭
色
を
量
し
珍
異
な

解
物
で
吾
人
の
注
意
財
源
-
も
の
で
あ
る
｡
該
岩
石
は

方
曹
連
石
の
他
に
'
霞
石
､
鱗
雲
舟
､
正
長
石
､
倣
斜

長
石
'
白
長
石
'
蹟
楯
瑠
石
ー
夙
信
子
餓
ー
数
石
衣
磁
戯

原

口

九

高

額
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よ
ら
戊
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n
eum
at.
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a
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n
(
噴
究
作
用
)

に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
も
の
で
'
上
記
の
鱗
物
中
tこ
含

有
さ
れ
る
鴎
索
'
ジ
ル
n
y
.
弗
素
炭
酸
瓦
斯
等
が
所

謂
錬
素
ビ
し
て
働
い
た
-
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ど
惟
は
れ
る
｡
欝
で
坪
井

博
士
は
仇敵
岩
石
中
の

J
成
分
た
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鱗
褒
母
に
就
い
て
光



塾
的
性
異
を
記
載
さ
れ
た
こ
だ
が
あ
る
が
他
の
造
岩
錬

物
に
閥
し
て
は
未
だ
何
等

の
研
究
も
敬
表
さ
れ
て
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な

い
｡
筆
者
は
此
題
に
方
蘭
越
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す
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む
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物
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五
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五
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値
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二
九
八
士
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〇
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〔
b
)屈
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率
の
測
定

(

i

)

蚤
反
射
計
の
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喜

使

用
し
た
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ラ
イ
ス
氏
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轟
反
射
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で
あ
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其

正
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を
吟
昧
す
る
薦
標
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板
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綿 二 敦 紐皮 200-22oC

雄平分塵紙0)庶政 帆 .非 JfJ. 屈折率

00-1800 I ⅠⅠ 2Ji 均 1.4831055口46′ 65ー465′ 65046.25′

100-1900 55044.5′ 55044.5J 55044.5′ 1.48259

200-2000 55045.6′ 55つ46′ 55045,75′ 1.48296

300～2100 65045′ 55046′ 55045.5′ 1.48288

40ロー220〔} 65044.5′ 55044.5′ 55044.5′ 1.48259

500-2300 55045.5′ 55~､45.5' 55045.5' 1.48288

600-2400 55045.5′ 55046.5′ 65046′ 1.48303

700-25OC' 55046_5′ 55045.5′ 55043' 1.4E303

800-2C.Oo 55045′ 56044′ 55044.5' 1.48259

900--2700 55046■ 55045' 55045.5' 1.48288

1000-2800 66046.5′ 55045.5′ 55C46′ 1ABBOB

1100-2900 55口45′ 55045′ 55045′ 1.48278

1200-3000 55()4.15′ 55044.5. 55044.F5' 1.482599

1300-3100 55045.5′ ;65044′ 55044.25 1.48252

1400-320つ 55045′ 55045′ 55つ45′ 1A82781

160r'-330C' 55046,5′ 55045.5' 55045.5′ 1.48288

160｡-340〕 i.L=5045′ 55045.5′ 55O45.25′ 1.48283

1700-3500 55045' 55045′ 55045r 1.48278

設均値1 1.4 82820.00011

二
四

P.E.=0.000027

NJ)(-b暫珪石) ヒ1.48271±0.000027
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用
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て
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し
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第
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で
あ
る
'
誤

差
と
し
て
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す

る
も
の
は
観
測
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の
個
人
税
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が
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を

無
税
し
て
器
械
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不
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に
よ
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し
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m
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F

m
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Siti
cate
至
芸
ふ
可

き
で
あ
る
方
管
近

着
は
柿
樹
石
だ
よ

-
頻

似
し
黄
に
等

軸
晶
系
に
属
し
珪
酸
塩
頻
で
あ
り
密
接
な
関
係
が
あ
る

ら
し
い
0
分
析
表
よ
-
見
て
も
別
か
な
如
-
純
粋
に
新

鮮
t･bも
の
は
得
る
に
困
難
で
以
上
の
カ
リ
ウ
ム
'

カ
〝

シ
ク
ム
.

マ
グ
ネ
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ウ
ム
銭
等
の
不
純
物
を
食
む
の
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恐
ら

-
樫
質
し
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第
二
次
的
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諸
種
の
沸
石
穀
に
挺
化

し
た
も
の
ビ
惟
ふ
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